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　一般に図書館と言えば、自治体が設置

する公共図書館を思い出される方が多い

かと思います。また小学校から高校まで学

校には図書室があったでしょうし、昭和女

子大学に図書館があるように、大学には

図書館が設置されています。これらのうち

公共図書館は、図書館法のもとに設置さ

れ、学校は学校図書館法、大学は設置基準

等によっています。

　一方で「専門図書館」は、法律に定めら

れたカテゴリーではありません。それでは

何をもって専門図書館とするのでしょう

か。例えば『図書館用語集』四訂版（日本図

書館協会、2013年）には、「特定の専門主

題領域の資料を収集・整理・保管して、そ

の専門領域の利用者の利用に供する図書

館」とあります。つまり、箱（組織・施設）で

はなく中身（書籍）によって区別しているわ

けです。このような専門図書館は、例えば

食をテーマにした味の素食の文化セン

ター食の文化ライブラリー、野球をテーマ

にした野球殿堂博物館図書室、旅をテー

マにした旅の図書館など特定のテーマを

持つ専門図書館があり、また、雑誌を収集

する大宅壮一文庫や近代女性雑誌ライブ

ラリー、漫画を収集する明治大学現代マン

ガ図書館等、雑誌・マンガといった特定の

形態の資料を収集する図書館等もあって、

枚挙にいとまがありません。全国にある専

門図書館の情報を掲載した『専門情報機

関総覧』（専門図書館協議会、2018年）に

は、昭和女子大学図書館も掲載されてお

り、女性・ジェンダー問題、文学等の資料が

主な収集分野であると記載されています。

　防災専門図書館は、他の図書館と同様

に資料を収集して、整理・保存し、閲覧提供

していますが、専門図書館として、防災と

災害だけに特化した資料約17万冊を所蔵

しています。また防災に特化しているため

に、分類は日本十進分類法（NDC）ではな

く、当館独自の分類を用いています。さら

に、江戸時代のかわら版や蔵書の一部は、

来館できない方や保存のためにデジタル

化して図書館のホームページで公開して

います。

　当館は、昭和31年7月に東京都千代田

区で開設しました。母体組織である公益社

団法人全国市有物件災害共済会の公益目

的事業として、約70年の歳月を公開型の専

門図書館として活動してきました。そして

当館は「防災等に関する資料の収集とそ

の活用・発信を通じて、住民のセーフティ

ネットに貢献する役割を担う」ことを理念

として掲げていますので、平日のみの開館

ではありますが、誰でも図書館を利用して

防災関連情報を得られるように、入館に制

限はありません。ただ、貸出は市役所等の

関係者のみという制限があります。当館の

資料は約７割が寄贈資料で成り立ってお

り、灰色文献（一般に流通していない資料）

が多くを占めます。さらに発行から時間が

経過し入手困難な図書が多く、万が一行

方不明になると同じ資料を再度得ること

が大変難しいためです。

　利用者は、幼児や生徒が親御さんと来

館されたり、高校生が発表の下調べに来

館されたりすることもあれば、大学生がグ

ループで防災冊子を作るために何度も資

料調査されたこともありました。当館職員

も様々なアドバイスをし、できあがった防

災冊子を受け取った時には大変感激した

ことを覚えています。一方で、企業の方が

会社の災害時のBCP(事業継続計画)を作

成するために資料を探しに来館された

際、資料提供だけでなく計画作成にも大き

く関わったこともあります。大学の教員か

らは、当館が70年に亘って収集してきた資

料群を高く評価され、ぜひ組織的なつな

がりを持ちたいと希望され、連携協力協定

を締結したこともあります。その大学とは

協定締結後も、当館からは資料提供、大学

からは研究成果をフィードバックしていた

だき、私たちはそれを利用者へ伝えるとい

う充実した関係が続いています。

　このように、当館には様々な方が来館さ

れるので、そのレファレンス内容も多岐に

亘っています。また、当館では災害を「人に

とって災いがあること」としていますので、

所蔵している災害の範囲が、地震や台風

等の自然災害と公害・交通災害等の人為

災害の全般に亘っていることもレファレン

スが多種多様な理由でしょう。それゆえ私

たち職員は、資料の提供は当然ですが、さ

らに信用のあるWebサイト情報等も駆使

しながら、何かしらの答えを出すようにし

ていますし、さらには資料を介さず知識を

生かしてコンサルタントのようなことをする

こともあります。利用者さんから「Webを含

めていくら探しても分からないのです」と当

館を最後の砦のようにして来館される場合

もありますので、専門図書館の司書には「調

べる」能力が強く求められます。私たちは日

頃から新しい情報を求め、資料を探して入

手し、それを利用者へ伝えることを大切に考

えています。

　「図書館」とはどのような施設でしょうか？

その答えの一つは、図書館法の第一章第二

条に「この法律において「図書館」とは、図

書、記録その他必要な資料を収集し、整理

し、保存して、一般公衆の利用に供し、その

教養、調査研究、レクリエーシヨン等に資す

ることを目的とする施設で、地方公共団体、

日本赤十字社又は一般社団法人若しくは一

般財団法人が設置するもの」とあります。つ

まり、図書館法上では、ただ資料を収集して

いるだけでは図書館ではないし、民間企業

の資料室も図書館ではない、ということにな

ります。一方で防災専門図書館の場合は、資

料を収集、整理、保存し、その資料は利用者

の益となっており、かつ公益社団法人が事

業とする施設であるため、「図書館」に該当

しています。それゆえ、その活動は、図書館

法第三条に「図書館は、図書館奉仕のため、

土地の事情及び一般公衆の希望に沿い、更

に学校教育を援助し、及び家庭教育の向上

に資することとなるように留意し、おおむね

次に掲げる事項の実施に努めなければな

らない」とあるのに従うことになります。

「次に掲げる事項」には「図書、記録、視聴

覚教育の資料その他必要な資料…を収集

し、一般公衆の利用に供すること」等、9項

目の図書館事業が挙げられています。

　言い換えれば「図書館は資料収集をし

なければならない」のですが、当館にとっ

て資料収集をする目的はそれに留まりま

せん。なぜならば、当館が収集した資料は

命に関わる可能性があるからです。

　行動心理学用語の一つに「正常性バイ

アス」があります。バイアスは偏重という意

味であり、正常性バイアスとは、「私は正常

である」と偏って思い込む心理を示してい

ます。人は平穏な暮らしをするために安心

したがるもので、それは正常な心の働きで

す。しかし、それが偏重すると悪い結果を

伴う場合があります。2003年に韓国・大邱

市の地下鉄で起きた放火事件は、この正

常性バイアスが悪い方へ働きました。火災

で車内に煙が充満してきているのに「こん

な大火災が発生していたとは思わなかっ

た」「みんながじっとしているから自分も」

と車内に留まり初動が遅れたそうです。死

者が多かった原因は別にありますが、通常

の判断であれば煙が充満してくれば逃げ

るでしょう。それなのに「地下鉄で大火災

はないから大丈夫」「周りの人が動いてい

ないから大丈夫」と何の根拠もなく「大丈

夫」と思い込んで動かないことを選択して

しまいました。この危険な偏重に対して、

危機感を抱かせるスイッチが「情報」にな

ります。それは過去の経験であるかもしれ

ませんし、誰かの「逃げよう！」の叫びであ

るかもしれません。そして、当館で読んだ

図書から得られた情報が命を助けること

になるかもしれない。だからこそ私たち

は、命を助けることができる資料を収集す

ることを目的としているのです。

先述のように、当館には様々なレファレン

スがあります。そのうちのいくつかを紹介

しましょう。時々あるのが「○○へ引っ越し

たいのですが、安全ですか？」という質問

です。2020年8月からは、転居先の住家の

水害リスクは、不動産業者が入居手続き前

に説明する責任が法的に生じていますが、

自分で調べてみたい方が、当館にお問い

合わせくださいました。この場合、転居先

住所が分かりますので、当館資料を用いて

過去の災害、そして地震の揺れやすさマッ

プ等、複数の資料を利用して回答したりし

ます。しかし「どこが安全ですか？」と漠然と

尋ねられると、回答は大変です。地震に強

くても水害に弱い地域はあります。山地で

は土砂災害の危険がありますし、川沿いは

水害に弱く、町中は交通事故が心配になり

ます。ただでさえ自然災害が多い日本です

ので、「完全に安全なところは実はないの

ですが…」と答えるよりほかありませんが、

それで終わるのではなく、所蔵資料や

Web情報などから危険を知ることができ

るツールを伝えながら、利用者自身でも調

べることができるように説明を加えています。
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専門図書館とは

　矢野先生がすでに専門図書館につい

て冒頭で説明してくださっていますので、

少しだけ、「図書館概論」の復習の意味と

いう意味でも、専門図書館について解説

します。

　日本において、公立図書館と私立図書

館は図書館法、学校図書館は学校図書館

法、国立国会図書館は国立国会図書館法

で定められていますが、専門図書館全体

を包括的に規定する法律はありません。

その理由は設置の目的や運営形態が多

岐に亘り、一つの法律として定めることが

困難であるためです。

　専門図書館は、調査機関や企業、各種

団体が設置し、その専門分野に関する資

料を収集し、主に設置機関の会員や職員

が利用します。専門分野の関係者や一般

の人々にも公開されている図書館も多く

存在します。この度の「防災専門図書館」

は、公益財団法人全国市有物件災害共済

会により運営されている、防災、災害、減

災に関する専門図書館であり、一般公開

されています。

　他にはどんな専門図書館があるので

しょうか。矢野先生が示してくださった『専

門情報機関総覧』に加えて、東京都立図書

館の「専門図書館ガイド」＊を紹介しま

す。「専門図書館ガイド」は、約 450 館の東

京都内及び近県にある専門図書館等を

キーワード等で検索できます。データの

内容としては、機関名、住所、開館日時、蔵

書内容、サービス内容等々があります。も

ちろん「防災専門図書館」についても掲載

されています。

　ひとまず「専門図書館ガイド」を使って、

あなただけのお気に入りの専門図書館を

みつけてみませんか。そして訪ねてみてく

ださい。

池田 美千絵    いけだ みちえ
図書館学課程「児童サービス論」等を担当。『こ

の本読んで！94号』（2025年春号）において、読

み聞かせの授業についてのインタビューが掲

載された。

荒井文子.“第19回 保育者のたまごたちと絵本”.
(一財)出版文化産業振興財団．
https://www.jpic.or.jp/konohon/docs/
konohon_94_web-pdf.pdf,2026.1.14.

出版社からのレファレンスでは、災害の

体験談をもとにして防災教育の書籍を作

りたいと、来館されたこともあります。当館

では、災害の体験談も大切な災害記録と

して収集していますので、水害で避難する

ときの話、避難訓練の必要性を実感した

体験等々、要望に合わせて大量の文献を

書庫から出庫しました。当館は閉架式図書

館のため、利用者が蔵書検索をされた資

料を出庫することもありますが、一方で問

い合わせ内容に合わせて、職員が資料を

選書して出庫することも多々あります。東

日本大震災関連だけで4,000冊を超える所

蔵のため、その方が要望にマッチする可

能性が高いからです。利用者は本当の狙

いを直ぐには語られない場合が多いた

め、レファレンスでの聞き取りがかなり大

切になってきます。

　図書館の司書の方が、防災本セットを

作って貸し出しをしたいので、選書の参考

にどのような図書があるか調査したいと

来館されたこともあります。防災本セット

の対象年齢を尋ねて、絵本から小学生、中

学生に合う図書を、当方で選んで閲覧い

ただきました。当館では防災教育の資料と

して様々な年代の方が読める資料を収集

しているため対応可能だったレファレンス

でした。

　最後の事例です。実は、昭和女子大学で

令和6年度に実施した「情報サービス論」

の講義後、図書館の職員さんの案内で女

性文庫等を見学する機会がありました。そ

の際、防災の資料も女性目線のものが増

えてきたことを話すと興味をもってくださっ

＊東京都立図書館.“専門図書館ガイド”. 
https://senmonlib.metro.tokyo.lg.jp/,2025,12,3.

専門図書館ガイド
東京都立図書館

掲載記事

矢野 陽子   やの ようこ
食に興味があり、大学や大学院では中国の食物

史、農業史を研究してきました。今も仕事のかた

わら、休日は仲間と食や農業関連の漢籍・簡牘

資料を読んでいます。味噌作りは冬の行事、燻

製作りはたまに、塩麹は常備して、週末の家飲み

を充実させるのが楽しみです。

たので、後日、当館が所蔵する女性がテー

マの資料一覧を提供しました。すると、先

日メールがあり、昭和女子大学図書館でミ

ニ展示「もしも？の時を乗り切るヒント～

女性の視点から考える防災の知恵～」を

開催したとお知らせくださいました。「資料

を選定する上で大変参考になりました」と

言葉があり、情報を提供して良かったと大

変嬉しく思いました。具体的な問い合わせ

があった訳ではないですが、情報提供と

いう意味でこれも当館のレファレンスとし

て、また機関連携として大切な事例になり

ました。

　これらレファレンスの際、私たちが大事

にしているのは、できるだけ何かしらの情

報は持って帰っていただくこと、そして最

も気をつけているのは、命を左右すること

もあるので、正しい情報を渡すことです。

　先の図書館法に挙げられた実施すべき

事項には「六　読書会、研究会、鑑賞会、映

写会、資料展示会等を主催し、及びこれら

の開催を奨励すること」もあります。当館で

は、資料展示会つまり企画展を開催してい

ます。

　小規模の専門図書館は残念ながらその

存在が知られていないことが多々ありま

す。当館も「（防災を専門って）そんな図書

館あるんだ」「知らなかった」「もっと早く

知っていれば」という数々の言葉を聞いて

きました。公共図書館のように存在してい

て当然と考えられている図書館とは雲泥

の差と言えるでしょう。

　とは言え、知る人ぞ知る図書館では、所

蔵資料は死蔵してしまうことになります。

そこで、年に1度のペースで大型の企画展

を開催して、プレスリリースを発表するな

ど大々的な広報をすることで防災専門図

書館の名前を広め、来館者を増加させよう

としています。また、先述したように閉架式

の図書館のため多くの図書は書庫にあり

ますが、企画展を開催して書庫の図書を

閲覧室に出し、当館はこのような貴重な資

料も所蔵しているのですとPRする場にも

なっています。

　2025年10月1日からは企画展「安政大

変！～幕末の複合災害から学ぶ～」を開催

しています。当館の企画展は「○○災害か

ら○年」という周年災害で開催することが

多いですが、それだけでは集客できない

ので、来館者が身近に感じる内容や、ホッ

トな話題を組み合わせるようにしていま

す。今回は、令和6年能登半島地震の後に

起こった奥能登豪雨の記憶が新しいこと

もあり、170年前に起きた安政江戸地震

と、その翌年に起きた安政江戸台風をセッ

トにして「複合災害」をテーマにしました。

このようにして開催する当館の企画展に

は、来館していただいた方に命を守る情

報を伝えるという目的があります。そのた

め、企画展の構成は、前半が過去の災害を

展示して、どのような被害があったのかを

伝え、後半では、同じような災害が今起き

たら、私たちはどうすればよいのか、備え

をどのようにすべきかを学べるような展示

にしています。今回の展示も、前半は所蔵

するかわら版や資料等を利用して江戸時

代（安政期）の災害について解説し、さらに

現在まで日本で起きた複合災害の事例を

蔵書とともに列挙して、決して複合災害が

珍しいものではないことを示して、今後の

災害対応そして備えは、複合災害までも考

えていく必要があることを展示していま

す。日常業務と並行して、全体の構成を考

えて資料を出し、解説パネルを作成して展

示するのは、かなりの労力が必要ですが、

来館された方から勉強になった等の感想

をいただくと、やはり企画展は大切だと実

感します。

　『専門情報機関総覧』には、日本にある

1,645館の専門図書館が列挙されていま

す。みなさまが調べたいことがありました

ら、マニアックな資料を収集している専門

図書館でもぜひ調べてみてください。そこ

にはWebサイトにない情報が溢れていま

すので、新しい発見を得ることができるで

しょう。

６おわりに

５広報活動

https://senmonlib.metro.tokyo.lg.jp/
https://www.jpic.or.jp/konohon/docs/konohon_94_web-pdf.pdf
https://www.jpic.or.jp/konohon/docs/konohon_94_web-pdf.pdf


図書館学課程を
支えてくださった先生からの

message 

　まず初めに、長い間お世話になりま

したこと、心より御礼申し上げます。こ

のたび退職を迎えるにあたり、皆さん

に感謝の気持ちをお伝えしたく、この文

章を綴りました。

　私は昭和女子大学にて、主に司書・

司書教諭の科目を担当してまいりまし

た。この分野は、図書館にとどまらず、

情報の管理と提供を通じて社会に貢献

する、重要な役割を担っています。で

すが、図書館は今もなお定まった姿を

持たず、日々変化し続けています。皆さ

んが司書や司書教諭として定年を迎える

頃には、その姿も今とは大きく異なって

いることでしょう。

　少し堅い話が続きましたので、ここで

個人的な思い出を一つ紹介させてくだ

さい。

　皆さんは、夢の中で匂いを感じたこ

とがありますか？　私は一度だけ、そう

いう経験をしました。それは前職の大

学図書館を退職し、本学で教員として

数年が経った頃の夢です。私は地下の

閉架書庫で、誰もいない中、一人書架

の整理をしていました。そこは静まり返

り、冷たく乾いた空気に満ちた空間。

そして、夢の中であの懐かしい「カビ

の匂い」を感じたのです。

　この作業は、開館直後のブックポスト

の本の返却の際にも行われ、それ以外

に職員が毎日少しずつ分担して進めて

いました。周囲は見渡す限りの書架。

背表紙の所在記号ラベルを確認し、順

番通りに並んでいるかを確認。剥がれ

たラベルや傷んだ本もチェックします。

地味で、人目にもつかず、身体的にも

負担が大きい仕事です。正直、嫌がる

職員もいました。

　でも、私はあの静寂な空間で黙々と

作業する時間が好きでした。集中すると、

頭の中が空っぽになって、終わったとき

には強い開放感を感じました。今思えば、

事務作業の良いリフレッシュだったのか

もしれません。

　図書館には、カウンター業務以外にも

多くの見えない仕事があります。とりわ

け、このような地味な作業こそが、図書

館の「本を発見する」システムを支えて

いるのです。記号が正確でなければ、

利用者は本にたどり着けません。私は授

業の中でも、教科書には書かれていな

い図書館の裏側の話をできるだけお伝

えするよう心がけてきたつもりです。

　これから皆さんが図書館あるいは学校

図書館で働くことになったとき、思いが

けない課題や困難に出会うかもしれませ

ん。でも、学んできた知識とスキルをも

とに、常に自らをアップデートしながら、

未来の図書館を築いていってほしいと

願っています。

　最後に、これまでのご縁に心より感謝

し、皆さん一人ひとりのこれからの人生

が豊かで実りあるものとなることをお祈

り申し上げます。

　本当にありがとうございました。

そうした上で、多面的な方向、つまり担

当した4科目それぞれの視点から、学校

図書館の活用をみたときに、何が必要な

のか、大切にしたことは何かを、自分自

身で考え、表現していくことを重視しまし

た。

　このように、知識と体験をつなげて感

想や考えをもつことは、小学校に入学し

たばかりの１・２年生から国語科で段階

的に学ぶことの一つでもあります。この

時の体験は、直接体験だけでなく、もち

ろん、間接体験や擬似体験も含みます。

　感想や考えはどこかに載っているので

はなく、授業で得た知識と自身の体験と

結びつけて湧いてきるものだということ

を、実感を通して理解していくことは、大

学生にも繰り返し必要であると考えてい

ます。その上で、情報と情報をつなげて

考えを導く、事実をもとに考えを述べる

などと、抽象化した概念の獲得へと発展

させたいと考えたからです。

　抽象化した概念をもとにした大きな

方向性が描けたら、実際に、学校に赴任

した時、司書教諭として辞令を受けた時

には、～をやってみたい、～してみたい

など、具体的な方策がいくらでも浮かん

でくるのではないでしょうか？（授業で

は、バックキャスティングという手法を

使って扱いました。）

　社会人となり、もし、目の前のことで行

き詰まったら、ぜひ、大きな方向性をイ

メージしてみてください。その時に、この

科目に限らず、大学での学びが生きてく

るはずです。

　司書教諭資格取得科目のうち、「学校経営

と学校図書館」「学習指導と学校図書館」「読

書と豊かな人間性」「情報メディアの活用」

の4科目を担当いたしました。という訳で、資

格取得を目的としている学生さんとは、かな

りの時間を過ごしていることになります。資

格取得の科目ですので、知識・技能を習得す

ることはもちろんですが、卒業単位外の科目

を取得しようという意欲に対して、プラスα

を意識して授業を組み立ててきました。授業

では、このプラスαを伝える時間がありませ

んでしたので、「メッセージ」という場を作っ

てくださったことに感謝いたします。

　私は、昭和女子大学で、８年間非常勤講

師を務めました。その間に、学習指導要領の

改訂、コロナ禍、G I G Aスクール構想など、教

育現場に新たな波が訪れました。児童・生徒

は、一人１台のタブレットを持っており、日常

生活を見渡せば、大人も子供もスマホなし

では生活が難しい状況にあります。

　情報社会で生活しているから、たくさんの

情報に囲まれていると思いがちですが、フィ

ルターバブル現象という視点から見ると、自

分の好む情報だけに囲まれて生活している

状況も浮かんできます。

　まずは、学校現場のこうした環境の「変

化」、そして現場の「今」を捉えることを、授業

に組み入れました。その際、学んで得た知

識・技能と自身の体験とつなげるために、中

高校時代の体験を思い出したり、つなげた

ことから生まれた気づきを対話したりする

時間を設けました。対話をすることで自分に

はない視点に出合えたり、そこから新たな興

味が生まれたりすることで、受け身ではな

く、主体的な学びになっている自分を実感し

てもらえたら・・という思いがあったからです。

06

塩谷 京子    しおや きょうこ

静岡市在住。静岡市小学校教諭

／関西大学初等部（中高等部兼

務）教諭／司書教諭を経て、現

在は、学校現場への指導助言を

軸に、これから教師を目指す学

生さんや学び直したいという現

職教員を対象に大学等で講師

を務めています。

田中 均    たなか ひとし

前職は大学図書館司書、前々職

は書店員、どちらも人に本を届け

る仕事です。文には「書架チェッ

クが好きでした」と書きました

が、一番好きなのはカウンター

での利用者対応です。退職後は

どこかの図書館でボランティア

をやると思います。ようやくカウ

ンター業務に就けます。

05
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図書館サポーターの活動

秋桜祭への参加

私もサポーターの仕事を通して、自分の言葉

で本の魅力を伝え、利用者に多様なジャンル

の本に触れてもらえるように努めていきたい

です。

From
students

国
際
子
ど
も
図
書
館
体
験
記

国
立
国
会
図
書
館
体
験
記

伊古田 愛理   いこた あいり
人間文化学部日本語日本文学科２年。図書

館サポーターのリーダー。趣味は読書。幼

い頃から読書が好きで、幅広いジャンルの

本を読んでいる。好きな小説は住野よるの

『また、同じ夢をみていた』。司書の資格を

取るために勉強中。

帝国図書館時代の様子が分かる物が展示さ

れていた。何階にもわたる閉架書庫から、本を

すぐに持ち出すことができるように作られた

本棚専用のエレベーターや当時使われてい

たカード目録が入った棚など、戦前、日本の図

書館がまだ市民に開かれたものではなかっ

た様子が窺える物も残っていた。（鵜沼美咲）

現代的な廊下から見る当時の窓はとても幻想

的だった。また、エントランス近くの大階段か

ら見えるシャンデリアや手すり、扉は当時のも

のを使っているそうだ。手すりには安全のた

めにガラスでカバーが施されていて、現代的

な部分も見えた。また、扉には「おす登あく」の

文字が書かれていたのも印象的だった。

（M・H）

国際子ども図書館は、本の貸し出しはできな

い。それは、自分の家の近くの図書館を使って

もらうためであり、図書館の使い方を学んで

もらうためでもあった。本だけではなく、図書

館と子どもを繋げていく方法に大変を感銘を

受けた。（K・T）

地下書庫には水を持ち込まないのはもちろん、

火災時でも、本館では二酸化炭素ガス、新館は

ハロンガスを使い酸素濃度を下げて消火を行

う。資料の複製や、書庫に持ち込める袋にいた

るまで、全てが資料を守るためであり、資料を

後世に残すためという考えが徹底されている。

無駄がなく、美しいと感じた。（H・I）

書庫に入る際は、私たち見学者は靴にカバーを

かけ、職員の方も上履きに履き替えるなど、靴

の汚れを持ち込まないようにしていた。また、書

庫内ではボールペンの使用を禁止するなど、資

料を汚すことがないよう徹底していた。さらに、

書庫内にトイレはなく、火災の際はスプリンク

ラーの代わりに、酸素濃度を下げる装置を使う

というお話を聞き、紙の資料を濡らさないため

の対策をしていることがわかった。（星野名菜）

国内の全ての出版物を網羅的に収集する国立

国会図書館ではスペースが足りないことが課

題になっている。古い資料をデジタル化したり、

本館だけではなく、関西館や新館にも資料を保

存するスペースを確保したりしている。関西館

では600万冊の資料が収集でき、新館では50万

冊の資料が収集できる。本館と合わせると1100

万冊もの資料が収集できるようになっている。

多くの資料を保存している国立国会図書館の

工夫や努力を窺うことができた。（伊古田愛理）

印象に残ったのは、増え続ける資料の扱いであ

る。国立国会図書館には日本で出版されたすべ

ての本が集められるため、その数は日々膨大に

増え続けている。結果として収納場所が限界に

近づくため、資料は適宜移管され、東京には新

しいものを中心に残し、その他は大阪などに移

されるという仕組みになっていると聞いた。特

に政治関係の資料や最新の出版物を東京に残

すのは、国会議員や研究者がすぐに利用できる

ようにするためであるという説明が印象的で

あった。東京は日本の核を担っていることを改

めて実感した。（N・K）

書庫内を見学しているときに数名パソコンを

使って働く人を見かけた。地下書庫で働く人た

ちにも地上の光を届けるために「光庭」という

ものが存在する。光庭は地下8階から地上まで

階段でつながっていて、地上から光が入ってく

るようになっていた。階段がジグザグと上まで

続いていて、アートみたいだった。（児玉明優）

レンガ棟はルネッサンス方式を取り入れてい

るというお話から、近代化を目指して先進国の

やり方から学んでいたことを見ることができ

る。3階ホールにあるシャンデリアは、戦時中

に回収されたものの回収後すぐに終戦を迎え

たために傷ひとつなく返ってきたそうだ。当時

の日本を覗き、情勢を読み取ることができ、図

書館としての役割以上の面白さがあった。

（Y.M）

明治39年に帝国図書館として建てられた部分

は、レンガ造りで壁の中も全てレンガが詰まっ

ており、レンガを縦、横に交互に並べるフラン

ス積みと呼ばれる方法で造られた。それに対

して昭和4年に増築された棟は、レンガではな

く鉄筋コンクリートで建設され、レンガに似た

タイルを使用しており、さらに積み方がフラン

ス積みではなく一列ごとに縦、横と交互に積

むイギリス積みと呼ばれる別の方法だったこ

とを知った。遠くからでは全く分からなかった

ので違いを知ることができて良かったと思っ

た。（M・M）

印象的だったのは、「子どものへや」の光天井

が、授業で見た映像よりも温かい光だったこと

だ。あらゆる方向に光が差し、どこにいても影

で本が読めなくなることがないように工夫さ

れている。温かみのあるライトでリラックスで

きる空間になっていることは、実際に見学して

初めて実感できる。（永峯愛子）

地下の書庫の高さは地上の一階分の高さの３

分の２しかない。天井を低くすることで床面積

を増やし、本をできるだけ多く蔵書できるよう

にし、一番上に置いてある資料でも取りやすい

ようにしているそうだ。取りやすい高さに配置

することで、職員が請求された資料を早く取っ

て利用者のもとに届けられることに繋がる。利

用者により良いサービスを提供するにあたって

とても大切なことであると思った。（K・S）

国立国会図書館の｢図書館側が資料の価値を

決めない｣という考え方が非常に重要だと感じ

た。刊行当初はそれほど重要だと感じられてい

なかったものも、時間が経つと貴重なものとな

り、特定の分野・研究対象によっては非常に貴

重な資料である可能性もある。職員の方も同様

の意識を持って働かれていると伺ったが、これ

は図書館に関わるすべての人が持つべき認識

だと思った。（佐久間みずほ）

児童書研究資料室の片隅にカード目録があっ

て、歴史を感じた。授業で取り扱った際、現在

ではあまり残っていないと聞いていたので、

実際に見つけた時に驚いた。さまざまな言語

のカード目録が鉄の棒に通されていた。貴重

なものを見ることができ非常に嬉しかった。

（H・T）

サポーターは秋桜祭へも積極的に参加し、毎

年テーマを決めた本の展示やワークショップ

を行っています。

例えば、2024年度には、「一日のルーティン」

をテーマにした本の展示を行いました。サ

ポーターたちはそれぞれの一日の過ごし方と

それに合わせた本を選び、一日を朝、昼、夜に

分けて、時系列に本を並べるなど、展示方法

を工夫しました。ワークショップでは消しゴム

はんこを使ったオリジナルカード作成も行い

ました。展示を見てくださる方に本の紹介もし

ました。そんなコミュニケーションを通じて、

共通の話題や新たな発想が生まれたことも

強く実感しています。

ビブリオバトルへの準備

2024年度は昭和女子大学でビブリオバトル

の全国大会が開催されたこともあり、ビブリ

オバトルに向けた準備や運営への協力も行

いました。ビブリオバトルの円滑な運営のた

めに何度もミーティングを行い、開催に向け

て準備を進め、ビブリオバトルの参加者に配

るプチギフトも作成したりしました。ビブリオ

バトルの全国大会に携わることで、改めて本

の魅力を再発見したり、自分の言葉で伝える

ことの大切さにも気づくこともできました。

図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
体
験
記

図書館サポーターは企画を考えたり、イベントに

参加したりと学生が主体的に活動しています。主

な仕事としては広報活動、本の展示、秋桜祭への

参加に分けられます。

広報活動では、ポスター作成やブログでの活動

内容の発信を行っています。ブログでは図書館

にあるサポーター専用ラックに展示している本

についての紹介をしています。

本の展示では、サポーター専用の本のラックを

毎月更新したり、POP作りもサポーターが行った

りして、利用者に楽しんでもらえるように工夫し

ています。サポーター専用のラックコーナーは貸

し出し中になっていることが多く、学生に興味を

持ってもらえていると感じていて、図書館サポー

ターの活動は、今まであまり読んでこなかった

ジャンルの本に興味を持ってもらえる機会にも

繋がると考えています。
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日 本 語 日 本 文 学 科

歴 史 文 化 学 科

心 理 学 科

福 祉 社 会 学 科

現 代 教 養 学 科

初 等 教 育 学 科

環 境 デ ザ イ ン 学 科

健 康 デ ザ イ ン 学 科

管 理 栄 養 学 科

食安全マネジメント学科

ビジネスデザイン学科

会計ファイナンス学科

英語コミュニケーション学科

国 際 学 科

国 際 教 養 学 科

国 際 日 本 学 科

司書   司書教諭※   司書   司書教諭※   司書   司書教諭※   司書   司書教諭※

人 間 文 化 学 部

人 間 社 会 学 部

生 活 科 学 部

グローバルビジネス学部

国 際 学 部

28

7

5

0

1

0

0

0

0

1

2

2

4

1

0

0

0

51

4

0

0

0

0

10

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

15

R5.3.16時点　  R6.3.16時点  　R7.3.16時点  　R8.3.11時点

令和7年度卒業生

23

9

4

0

4

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ー

ー

0

40

6

0

0

0

1

11

0

0

0

0

0

0

0

0

ー

ー

0

18

令和4年度卒業生

20

9

4

0

6

2

1

0

0

2

0

1

5

0

ー

ー

0

50

2

1

0

0

0

8

0

0

0

0

0

0

0

0

ー

ー

0

11

令和5年度卒業生

21

8

7

0

3

0

0

0

0

0

1

0

0

1

ー

ー

1

42

1

0

0

0

1

11

0

0

0

0

0

0

0

0

ー

ー

1

14

令和6年度卒業生

合 計 人 数

大 学 院

司
書
資
格
取
得
者
数
・
司
書
教
諭
単
位
修
得
者
数
※

※司書教諭は、単位修得済みの資格取得見込者数。
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昭和女子大学図書館学課程
東京都世田谷区太子堂1-7-57
昭和女子大学日本語日本文学科内

図
書
館
学
課
程
科
目
履
修
者
延
べ
人
数

日 本 語 日 本 文 学 科

歴 史 文 化 学 科

心 理 学 科

福 祉 社 会 学 科

現 代 教 養 学 科

初 等 教 育 学 科

環 境 デ ザ イ ン 学 科

健 康 デ ザ イ ン 学 科

管 理 栄 養 学 科

食安全マネジメント学科

ビジネスデザイン学科

会計ファイナンス学科

英語コミュニケーション学科

国 際 学 科

国 際 教 養 学 科

国 際 日 本 学 科

人 間 文 化 学 部

人 間 社 会 学 部

生 活 科 学 部

グローバルビジネス学部

国 際 学 部

267

94

30

4

18

52

4

3

0

4

12

12

16

5

0

0

0

521

245

189

27

5

24

51

2

1

0

3

4

9

13

2

0

3

3

581

大 学 院

令和7年度履修生

前期         後期         前期         後期         前期         後期         前期         後期

合 計 延 べ 人 数

209

96

35

2

36

46

9

0

0

8

2

6

23

4

ー

ー

0

476

194

110

35

1

32

15

6

2

0

11

7

8

39

2

ー

ー

0

462

216

77

44

0

21

30

7

2

0

10

6

6

34

3

ー

ー

1

457

252

128

38

1

28

20

3

3

0

4

13

10

15

7

ー

ー

3

525

238

46

39

1

20

27

4

1

0

7

7

11

22

12

ー

ー

1

436

284

158

29

0

21

30

1

3

0

5

4

11

18

9

ー

ー

0

573

令和4年度履修生 令和5年度履修生 令和6年度履修生

※ひとりが関係科目を２科目履修した場合は２名とカウント

※

　昨年度に比べ、資格取得者は増加した。

そして履修者延べ人数も増加していた。履

修者自体の増加も影響しているが、学生が

複数の科目を履修し、資格取得に向けてよ

り学びを深めているといえるだろう。

　近年、デジタルや情報処理能力の向上

の意識が高まっている。各学科での学びの

中でもデジタル化が進み、ノートパソコン

やデジタル端末を片手に授業を受講する

図
書
館
学
課
程D

A
TA

ことは、もはや当たり前になっている。図書

館学課程では、資格取得をめざす過程で

パソコンに触れて学ぶ機会が多くある。レ

ファレンスサービスで必要な技術はもちろ

んのこと、データベースへのアクセスや情

報システムの知識も身につけておく必要

がある。その資料を探す際の情報処理能

力は、資格取得のためだけにとどまらず、

他の授業にも活用されているはずだ。

授業のレポートや卒業論文の執筆で資料

を探す際に、すぐに実践できるだろう。そし

て、他の授業での学びが司書または司書

教諭資格取得の課程に活きていることも

事実である。資格を取得する過程でも、あ

らゆる学びに触れ、大学生活そしてその先

も豊かにしてくれるのではないか。

         　　　　　　　　　　　（星野智美）

図書館概論

生涯学習概論

図書館情報技術論

図書館制度・経営論

図書館サービス概論

情報サービス論

児童サービス論

情報サービス演習A（レファレンスサービス）

情報サービス演習B（情報検索）

図書館情報資源概論

情報資源組織論

情報資源組織論演習A（目録）

情報資源組織論演習B（分類）

図書館サービス特論

図書館情報資源特論

図書・図書館史

図書館施設論

学校経営と学校図書館

学習指導と学校図書館

学校図書館メディアの構成

読書と豊かな人間性

情報メディアの活用

（単位）

２単位

２単位

２単位

２単位

２単位

２単位

２単位

１単位

１単位

２単位

２単位

１単位

１単位

１単位

１単位

１単位

１単位

２単位

２単位

２単位

２単位

２単位

司
　
書
　
科
　
目

司
書
教
諭
科
目

2025年度の開講科目

300～270時間

60～195時間

合計  360～465時間

講義

演習・実習

11～9科目

2～4科目

20～18単位 

4～6単位 

図
書
館
情
報
資
源

図
書
館
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
科
目

に
関
す
る
科
目

基
礎
科
目

選
択
科
目

必修科目２２単位　
選択科目　２単位
合　計　２４単位

合　計　１０単位

池田  美千絵

田中  均

田中  均

山口  洋

霜村  光寿

横谷  弘美

池田  美千絵

横谷  弘美

池田  美千絵　田中  均

霜村  光寿

田中  均

池田  美千絵　山口  洋

田中  均

三野  行徳

三野  行徳

霜村  光寿

山口  洋

塩谷  京子

塩谷  京子

田中  均

塩谷  京子

塩谷  京子

2025年度の担当教員


